
○開かれた国家として、国際社会に貢献するとともに、地方・個人が自立した活力ある社会を目指す。
そのためには、どのような共同体を目指すのか、さらにそれぞれの構成員が自立しながらも、共同体の一員
としてどのように責務を果たすのか、そうした「価値の体系」を自ら共有するとともに、それを諸国民に問い、
自立自尊の『信頼される国』になることが必要。

国（官）依存、米国主張の受容
（構造協議、内需拡大路線）
『二重の依存』

国家の安全保障を米国に依存、
国際社会での明確な主張不在、
９条と実態の乖離

戦後６０年が経過し、経済は発展。諸国に誇りうる平等で、安全な長寿社会を実現。国際的にも
アジア諸国の発展に貢献。 しかし、その一方で国民は、国の将来に対する漠たる不安感を拭
えないでいる。

個別の対応に終始するのではなく、「価値の体系」にまで立ち返った議論が不可欠。

憲法前文
「諸国民の
公正と信義
に信頼して」
に象徴される

１．課題の本質

２．提言の方向性

３．憲法改正

○憲法は国家のあり方（価値の体系、力の体系、利益の体系）を内外に明らかにするもの。
○９条改正が政党レベルで具体的に議論されているにも関わらず、国民に逡巡がみられるのは、国民に
憲法問題の核心が浸透せず、どのような共同体を目指すか、国家像に関する議論が不十分なため。

○憲法前文等において、共同体のあり方を基軸とした、国民が共有すべき「価値の体系」を議論することが必要。

力
の

体
系

利益の体系

価値の

体系

肥大化した利益の体系

［現状］

各体系の均衡と調和

利益の体系

価値の

体系

価値の

体系

力
の

体
系力

の

体
系

他
者
依
存

自
立
自
尊

民間の役割

地方の役割

国
の
役
割

「「日本のあり方委員会」日本のあり方委員会」 提言の方向性提言の方向性 （中間取りまとめ）（中間取りまとめ）

顕在化しつつあるリスク 課題の本質

←地方・個人の自立、
民間活力の発揮

←国家像・外交路線の
明確化（ﾐﾄﾞﾙﾊﾟﾜｰ外交）

（背景にあるもの）

分配すべき富（パイ）の縮小、
財政破綻、社会保障制度破綻、
社会活力の低下

国際貢献に限界、近隣諸国から
の不信感・警戒感、非常時に
おける対応不全の懸念

明日の日本を担う人材の欠如、
格差の固定化←若年層の働く
意欲、社会参画意識欠如

経済・財政

外交・安全保障

教育・人材育成

「日本のあり方」の根源的課題。
全ての問題がここに凝縮

←

利益の体系
（富の創造と再配分）

利益の体系利益の体系
（富の創造と再配分）

力の体系
（国民の生命と財産の保全）

力の体系力の体系
（国民の生命と財産の保全）

価値の体系
（国民結束、拠り所とする基準）

価値の体系価値の体系
（国民結束、拠り所とする基準）

国家の役割

戦争の
総括回避、
戦後復興
の流れの
ままにきた
こと

自立自尊の欠如
共同体（国際社会～地域
社会）の構成員としての
責務、およびそれを前向
きに支える意識の欠如

自立自立自尊の欠如自尊の欠如
共同体（国際社会～地域
社会）の構成員としての
責務、およびそれを前向
きに支える意識の欠如

放任主義、学校への依存、家庭・
地域の学校運営への没関与、
国のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ不全 ←家庭・地域の学校運

営・教育行政への関与


